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（仮訳）

実施及び検証に関する附属書

（ 検証附属書 ）「 」

第１部

定 義

１.「承認された装置」とは，査察団の任務の遂行に必要な装置及び機器であって，第２部２７

の規定によって技術事務局が作成する規則に従って技術事務局が認証したものをいう。承認さ

れた装置には，査察団が使用する運営用備品又は記録用資材を含めることができる。

２．第２条の化学兵器生産施設の定義に規定する「建物」は，特別な建物及び標準的な建物から

成る。

(ａ)「特別な建物」とは，次のものをいう。

(ⅰ)生産又は充填のための特別な設備が配置されている建物（地下の工作物を含む ）。

(ii)この条約によって禁止されていない化学物質の生産又は充填のために通常使用される建
てん

物とは明確に異なる特徴を有する建物（地下の工作物を含む ）。

(ｂ)「標準的な建物」とは，第２条８(ａ)(ⅰ)に規定する化学物質又は腐食性の化学物質を生

産しない施設のための産業用の一般的な規格に従って建設される建物（地下の工作物を含

む ）をいう。。

３ 「申立てによる査察」とは，第９条の８から２５までの規定に基づく他の締約国の要請によ．

り，締約国の領域内又はその管轄若しくは管理の下にあるその他の場所における施設又は区域

に対して行われる査察をいう。

４ 「識別可能な有機化学物質」とは，炭素化合物（炭素の酸化物及び硫化物並びに金属炭酸塩．

を除く ）から成るすべての化学物質であって，化学名，構造式が判明している場合には当該。

構造式及びＣＡＳ登録番号が付されている場合には当該番号によって識別することができるも

のをいう。

５．第２条の化学兵器生産施設の定義に規定する「設備」は，特別な設備及び標準的な設備から

成る。

(ａ)「特別な設備」とは，次のものをいう。
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(ⅰ)一連の主要な生産設備（生成物の合成，分離又は精製のための反応器又は設備，技術の

最終段階（例えば，反応工程，生成物の分離工程）において熱移転のために直接使用され

た設備及び同条８(ａ)(ⅰ)に規定する化学物質と接触していたか又は化学兵器生産施設が

操業する場合に当該化学物質と接触することとなる他の設備を含む ）。

(ⅱ)化学兵器の充填のための機器類
てん

(ⅲ)化学兵器生産施設としての施設（同条８(ａ)(ⅰ)に規定する化学物質又は腐食性の化学

物質を生産しない施設のための産業用の一般的な規格に従って建設される施設とは異なる

もの）の操業のために特別に設計され，建造され又は設置された他の設備（例えば，高ニ

ッケル合金又は他の特別な耐食性材料から作られた設備，廃棄物の管理若しくは処理，空

気のろ過又は溶剤の回収のための特殊な設備，特別な隔離設備及び安全用遮蔽体，化学兵
へい

器のために毒性化学物質の分析に使用される標準的でない実験設備，特別に設計された工

程制御盤，特別な設備のための専用の予備品）

(ｂ)「標準的な設備」とは，次のものをいう。

(ⅰ)化学産業において一般的に使用される生産設備であって，特別な設備の類型には含まれ

ないもの

(ⅱ)化学産業において通常使用される他の設備（例えば，消火設備，警備及び安全監視設備，

医療施設，実験施設，通信設備）

６．第６条の規定において「施設」とは，次の産業施設（ 事業所 「工場」及び「設備単「 」，

位 ）のいずれかをいう。」

(ａ)「事業所 （例えぱ，工業所，製作所）とは，中間的な管理組織を有する１又は２以上の」

工場が地域的に統合されたものであって，単一の運営管理の下にあり，かつ，共通の基盤的

施設（例えば，次の(ⅰ)から(ⅷ)までに掲げるもの）を有するものをいう。

(ⅰ)管理事務所その他の事務所

(ⅱ)修理及び保守のための作業場

(ⅲ)医療センター

(ⅳ)光熱・用水設備

(ⅴ)中央分析実験施設

(ⅵ)研究開発実験施設

(ⅶ)排水及び廃棄物中央処理場

(ⅷ)貯蔵倉庫

」 ，(ｂ)「工場 （例えば，生産施設，作業所）とは，補助的な及び付随する基盤的施設（例えば

次の(ⅰ)から（ⅵ）までに掲げるもの）を有する１又は２以上の設備単位を含む敷地，工作

物又は建物であって相対的に独立したものをいう。

(ⅰ)小規模な管理組織

(ⅱ)原料及び生成物の貯蔵及び取扱いのための場所

(ⅲ)排水又は廃棄物の取扱い及び処理のための場所

(ⅳ)制御及び分析のための実験施設

(ⅴ)救急医療及び関係する医療組織

(ⅵ)申告された化学物質及びその原料又は当該化学物質から生成される生成物の当該工場へ

の，当該工場の周辺における及び当該工場からの移動に関する記録
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(ｃ)「設備単位 （例えば，生産の設備単位，加工の設備単位）とは，化学物質の生産，加工」

又は消費に必要な設備の組合せ（槽及び槽に付随する設備を含む ）をいう。。

７ 「施設協定」とは，第４条から第６条までの規定に従って現地検証の対象となる特定の施設．

に関する締約国と機関との間の協定又は取決めをいう。

８ 「接受国」とは，この条約に従って査察の対象となる他の締約国の施設又は区域が自国の領．

域内にある国をいう。

９ 「国内の同行員」とは，査察団の国内滞在期間中，当該査察団に同行し及び当該査察団を援．

助するために，被査察締約国が希望するとき及び適当な場合において接受国が希望するときに，

これらの国によって指定される個人をいう。

１０ 「国内滞在期間」とは，査察団が入国地点に到着してから入国地点から出国するまでの期．

間をいう。

１１ 「冒頭査察」とは，第３条から第６条までの規定及びこの附属書に従って行われる申告を．

検証するために施設に対して行われる最初の現地査察をいう。

１２ 「被査察締約国」とは，自国の領域内若しくはその管轄若しくは管理の下にあるその他の．

場所においてこの条約に基づいて査察が行われる締約国又は接受国の領域内にある自国の施設

若しくは区域が査察の対象となる締約国をいう。ただし，第２部２１に規定する締約国を含ま

ない。

１３ 「査察補」とは，査察又は訪問に当たって査察員を補佐するため，第２部Ａの規定に従っ．

て技術事務局が指名する個人（例えば，医療，警備及び管理のための要員，通訳）をいう。

１４ 「査察命令」とは，個別の査察の実施のために事務局長が査察団に対して与える指示をい．

う。

１５ 「査察手引書」とは，技術事務局が作成する査察の実施のための追加的な手続を取りまと．

めたものをいう。

１６ 「査察施設」とは，査察が行われる施設又は区域であって，それぞれの施設協定，査察の．

要請（代替外縁又は最終外縁によって拡大されたものを含む ）又は査察命令において具体的。

に定められるものをいう。

１７ 「査察団」とは，個別の査察を行うために事務局長が選任する査察員及び査察補の集団を．

いう。

１８ 「査察員」とは，この条約に基づいて査察又は訪問を行うため，第２部Ａに規定する手続．

に従って技術事務局が指名する個人をいう。

１９ 「モデル協定」とは，この附属書の検証に関する規定を実施するため，締約国と機関との．

間で締締する協定のための一般的な形式及び内容を定める文書をいう。
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２０ 「オブザーバー」とは，申立てによる査察に立ち会う要請締約国又は第三の締約国の代表．

者をいう。

２１ 「外縁」とは，申立てによる査察について，地理上の座標又は地図上の記述のいずれかに．

よって定められる査察施設の外側の境界をいう。

(ａ)「要請外縁」とは，第１０部８の規定に従って指定される査察施設の外縁をいう。

(ｂ)「代替外縁」とは，要請外縁に代えて被査察締約国が指定する査察施設の外縁をいう。代

替外縁については，第１０部１７に定める要件を満たすものとする。

(ｃ)「最終外縁」とは，第１０部の１６から２１までの規定に従って査察団と被査察締約国と

の間の交渉において合意される最終の査察施設の外縁をいう。

(ｄ)「申告外縁」とは，第３条から第６条までの規定に従って申告された施設の外側の境界を

いう。

２２．第９条の規定の適用上 「査察期間」とは，査察団が査察施設へのアクセスを認められて，

から当該査察施設を出発するまでの期間をいう。ただし，検証活動の事前又は事後に行われる

説明のための時間を除く。

２３．第４条から第６条までの規定の適用上 「査察期間」とは，査察団が査察施設に到着して，

から当該査察施設を出発するまでの期間をいう。ただし，検証活動の事前又は事後に行われる

説明のための時間を除く。

２４ 「入国地点」又は「出国地点」とは，この条約に基づく査察のために査察団が国内に到着．

し又はその任務の完了の後出国するために指定された場所をいう。

． 。２５ 「要請締約国」とは，第９条の規定に基づいて申立てによる査察を要請した締約国をいう

２６ 「トン」とは，メートル・トン，すなわち，千キログラムをいう。．


